


袋ナット（２個）を取り外し、器具から取付板を取り外す。
リード線取付ネジをゆるめて、リード線を取り外す。

施工に不備があると、発火・感電の原因となります。

これは一部簡略化した図です。

＜フランジ背面図＞
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②固定金具にスパイクを差し込む。　

＜取付台（品番ＮＫ1 5 0 3 9 Ｈ）で施工する場合＞

④平座金・バネ座金を順に入れ、六角ナットで
　確実に取付板を固定する。
（取付ボルト・平座金・バネ座金・六角ナットは
　付属されていません。）
   

＜スパイク（品番：ＮＫ1 0 0 6 0 Ｂ）で施工する場合＞

④スパイクを地面（土）に差し込む。
⑤差し込み後、取付板が十分に固定されていることを確認する。

①固定金具取付ネジ（２本）を取り外す。　

②取付台を本体に取り付ける。

③固定金具取付ネジ（２本）にてしっかりと取付台を
   取り付ける。　
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①スパイク固定ネジ（２本）を緩める。　

③しっかりとスパイク固定ネジを締付ける。　

・Ｍ１０またはＷ３／８の取付ボルトを設置する。

（品番：N K 1 0 0 6 0 B ）

（品番：N K 1 5 0 3 9 H ）
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取説Ｎｏ．ＮＮＹ２２０６０－ＴＢ

・袋ナット（２個）でフランジを取付板に取り付ける。
　
　

・首振、水平の両固定ネジを緩めて、点灯直後に調整を行なう。
　　注）首振、水平の両固定ネジで六角レンチの呼び径が異なります
　　　のでご注意ください。

・角度調整後、六角レンチにて首振、水平両固定ネジを確実に締付ける。

・電源線をグランド本体の穴に差し込む。
　電線は丸形３芯キャブタイヤケーブル・仕上げ外径φ９～φ１４ｍ㎡
  （０．７５～３．５m ㎡以下）を使用する。　

・電源線と器具の口出線を接続してください。
　口出線との接続は、適合スリーブ（別途）で確実に行い、
　自己融着テープを巻いてから、絶縁テープを巻いて仕上げ、
　十分に絶縁・防水処理を行ってください。
　注）スリーブ（別途）の選定は接続電線との適合を必ず確認し、
　適合工具にて確実にかしめてください。

・アース線を利用して接地工事を行う。
　Ｄ種（3種）接地工事が必要です。

・取付板リード線をリード線取付ネジでフランジに取り付ける。

　

・グランドキャップをスパナ等で確実に締付ける。
　

・電源線外皮の先端を１００ｍｍ程度むく。

・栓の付いていない側のグランドキャップをゆるめ、
   グランド本体に１～２山引っかけた状態にする。

＜電源の送りをとる場合＞

グランドパッキンにはめてある栓を外してください。
栓を外した後グランドパッキンを元に戻して、
グランドキャップをグランド本体に１～２山
引っかけた状態にする。

＜照射方向調整可能範囲＞

首
振
角
度

 約
1
2
0
°

首
振
角
度

  約
3
0
°

回転角度
約３６０°

1 0 0 m m

リード線取付ネジ

リード線

・最も遠い灯具までの配線は電圧降下２Ｖ以下になるようにしてください。
　詳細はソーラー照明電源部の承認図、取説をご参照ください。




